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野毛山幼稚園

予 定

日 曜 備 考

1 日

3 火 文化の日 　休園

10 火 ガーデンパーティー 園児同士

11 水 １１月誕生会 １１時3０分降園

12 木

13 金 　感謝祭礼拝(年長くるみ組)

23 月    勤労感謝の日 　休園

24 火 園児同士

アドベント礼拝　《第１》 全学年保護者　９時集合

クリスマス親子工作

30 月 全学年　園児同士

相手の意見を取り入れながら遊ぶ。

楽しく歌ったり、踊ったりする。

たくさんの本に親しむ。

イエスさまのお誕生日……クリスマス(降誕節)を待つ時期をアドベント(待降節)と言います。
今年のアドベントは１1月 29日から始まります。幼稚園では１週間早くアドベントがはじまります。　(詳細は後日、お渡しします。)

クリスマスの本を見たり歌を歌ったりする。

絵本やお話を読んで、喜んだり、関心を持ったり
する。

わたしたちのために働いてくださっている方々を
知り、ありがとうの気持ちを持つ。

神さまからの最大の贈り物イエスさまのお誕生
をどのように迎えるかを考える。

アドベントを迎えるためにどうするか考える。たくさんの本や紙芝居に親しむ。

クリスマスの準備を少しずつ始める。クリスマスの本を見たり歌を歌ったりする。

わたしたちのために働いてくださっている方々を
知り、ありがとうの気持ちを持つ。

感謝祭の礼拝を心からささげる。

何かしてもらった時はありがとうが言える。 ありがとうが心から言える。

たくさんの本や紙芝居に親しむ。

クリスマスはどんな日かを知る。

感謝祭の礼拝を心から行う。

感謝の気持ちを持つ。

恵みに
感謝
（年少）

感謝祭の礼拝を心からささげる。

秋の自然に触れ、変化の美しさや不思議さに気
づき、そこにある神さまの力を知る。

恵みに
感謝

（年中長） 木の葉、木の実や収穫物に興味関
心をもち、遊びや作ることを楽し
む

アドベント礼拝《第２》(年中ばら組・年少もも組)

身近な自然に触れ、季節の移り変わりを感じる。 自然の恵みに感謝する。

感謝祭礼拝(年少もも組・年中ばら組）

友だちと一緒に楽しむ。

年　中（ばら組）

25 水

年少もも組

身の回りの自然から秋の深まりを
感じ、収穫や実り、日々の恵みを神
さまに感謝する

年中ばら・年長くるみ組主題

友だちと思いの違いを調整しながら遊
ぶ中で、遊びを広げていく経験をする

保護者　9時　礼拝堂

秋から冬への季節の移り変わりを感じ、
秋の恵み（木の実や枝、葉など）に感謝
して遊びに取り入れる

生活の中で恵みを見つけ、実りの時を
与えてくださる神さまに祈りや賛美を
通して感謝する

11　月　の　予　定

予 定

令和9年度(２０２7年度)入園願書受付

月主題　月のねがい

今月の聖句　

アドベント礼拝　《第１》

あなたがたの心を喜びで
満たしてくださっているのです。

使徒言行録14章17節

今月の聖書の箇所である使徒言行録には、はじめての教
会ができる様子が書かれています。そして、使徒(特にペ
テロとパウロの２人)のことが書かれています。パウロは
雨を降らせて地をうるおし、実りの季節を与えてくださる
のは神さまですと言っています。他の箇所ではパウロは
種をまいただけ、アポロは水を注いだだけで、教会自体
が成長したのは神さまが育ててくださったことなのだと
言っています。神さまはわたしたちの心を喜びでいっぱ
いにしてくださっています。わたしたちは目に見える部分
にとらわれ、もう駄目だと思うこともありますが、周りの
人が見放しても神さまは私たちを見捨てません。私たち
が花を咲かせ、実をならせるのを信じて待っていてくだ
さいます。

１１月、感謝祭がやってきます。わたしたちのまわりには感
謝することがたくさんあります。
すべてのことは当たり前ではないのです。けれども私た
ちは不平不満やつぶやきが多く、感謝することを忘れて
しまいがちです。今ある環境を見つめ直し、神さまの恵み
に正しく目を向けていきたいと思います。また、目に見え
ることだけでなく、見えないことがあることを考えてみ
ましょう。
わたしたちのまわりは神さまの愛で満ちています。
わたしたちのまわりのありがとうを…みんなで考えてみ
ましょう…
神さまからいただいている有限無限の恵みに感謝しま
しょう。

「ありがとう」「おかげさまで」という言葉で日常生活は
潤い、人間関係も本質的なものになっていきます。
日常生活の中でも声に出して挨拶できたら素晴らしいで
すね。

絵本や物語などから発想したごっ
こ遊びを楽しみ、友だちと気持ち
が通じ合う体験を通して友だちと
一緒に遊ぶことを喜ぶ

わたしたちのまわりには、わたしたちのために働
いてくださっている方がたくさんいることを知る

思い切りからだを動かして遊ぶ。楽しく歌ったり、楽器遊びをしたりする。

年　長（くるみ組）

簡単なルールのある遊びを楽しむ。

身近な自然に触れ、季節の移り変わりを感じる。

年　少(もも組)

役割を持ってさまざまな活動に取り組む。

自分の意見を相手にわかるように伝える。みんな一緒の楽しさを知る。


